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Ⅰ．はじめに

本研究は北海道内の地方都市をフィールド

として，以前からその土地に「あるモノ」

（ここでは，自然，山の幸，海の幸，地域住

民，職人，専門職，学校，寮，施設，役場，

交通網，商店街，地場産業など）がもつ価値

を再評価して，それらを有益に活用できる資

源として取り上げ，人が面白がって集まり，

地産地消のみならず圏外からの集客を見込め

お金を落とす仕掛けづくりとそれら地域の社

会資源のネットワーク化を模索し，その方法・

効果・課題について明らかにすることを研究

目的としている。

Ⅱ．研究背景

全国の地方都市では，さまざまな機能の都

市部への一極集中により，過疎化と地場産業

の衰退，公共交通をはじめとする地域のライ

フラインや買物や通院・通学できる場所が消

滅し，若年人口のみならず老年人口も減少の

一途をたどっている。そのようななか，昔か

らその地域にある資源を再評価し，藻谷ら
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�Abstract�
Research on Networking through the Process of Rediscovering
Social Resources in Regional Towns and Cities

This paper reevaluates social resources in regional towns and
cities in Hokkaido Prefecture in order to rediscover their attrac-
tiveness, and tries to foster the so�called Copernican Conversion
by adding further value to�something extant�which is not rec-
ognized as valuable by the inhabitants. This research was con-
ducted by four researchers using an interdisciplinary approach in-
cluding social work, community studies, psychology, and pedagogy.
Using the results of field surveys combined with theoretical impli-
cations, the researchers found several conditions favorable to pro-
moting such networking and areas requiring further research.
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（２０１３）のいう里山資本主義に代表されるよ

うに，地方都市の衰退にブレーキをかけ，可

能ならばその地域に働ける場所を作り，若者

を中心としてその地域で暮らしていけるよう

にしようとする取り組みが全国各地で試みら

れている。

一方，北海道では全国に先駆けて，過疎化

と地域都市の衰退が進行してきてきた。その

ようななか北海道でも，その土地でとれる自

然の幸を地元ブランドとして付加価値をつけ，

首都圏や世界を相手に商売を成功させるべく

努力が重ねられている。しかし，そのような

取り組みもその地域の一事業者や一業界の範

囲に留まっており，その地域全体の社会資源

の活用やそれらのネットワーク化による取り

組みとはなっていない。

本研究の主なフィールドとなる後志管内お

よび余市町は，道内でも温暖な気候で，豊富

な海の幸のみならず，果樹等の生産が早くか

ら始められ，道内ではいち早く果樹の生産地

として成功し，全国的にも注目を集めている

地域である。また，近年では，ワイン用葡萄

の生産地，ワイン醸造でも評価が高まってい

る。加えて，世界で評価が高いニッカウヰス

キーの生産地として，２０１４年 NHKドラマ
「マッサン」の舞台として，余市が全国のみ

ならず世界中で知られるようになった。この

ように知名度と恵まれた生産物をもつ余市の

「あるモノ」を再評価し，上手く活かし切れ

ていなかった以前から「あるモノ」を社会資

源化し，それを取り巻く人や施設・機関等，

これまでバラバラにしか活動できていなかっ

た社会資源を互いに結びつける役割を研究者

が担うことで，ネットワーク構築を図ること

は，道内での取り組みとしては希有である。

今回は，数多くの恵まれた条件のもとで行

う試みであるが，その成功に向けての手法お

よび仕掛けの開発や明らかとなった課題は，

今後の道内の他地域の同様の取り組みに有益

な示唆を与えられるものと考えている。

Ⅲ．研究方法

本研究では，２０１４年５月から２０１５年３月の

間，４人の研究者が余市町を中心として地方

都市へのアウトリーチを繰り返した。各研究

者は担当する研究課題について，ヒアリング・

参与観察・資料収集等に取り組んだ。

役割分担は，岡田は本研究の全体を統括・

調整を行った。また，コミュニティソーシャ

ルワークの手法を応用して，「あるモノ」の

社会資源化とネットワーク構築について本研

究の骨組みになる部分の手法・仕掛けに関わっ

た。また，実施したグループワークでは，ファ

シリテーターとしての役割を担った。栗山は

本研究の全体を統括・調整する岡田のサポー

トを行った。あわせて，「あるモノ」の社会

資源化とネットワーク構築について本研究の

骨組みになる部分の手法・仕掛けに関わった。

また，「あるモノ」のうち，地域住民，専門

職（ソーシャルワーカーやスクールソーシャ

ルワーカー等），学校，施設，などがもつ福

祉教育的価値を再評価して，それらを有益に

活用できる資源を整備・開発・調整するため

には何が必要かを探るために何人かの関係者

にヒアリングを行った。石川は，社会資源で

ある「あるモノ」に参与する者どうしに存在

する様々な熟達度の違いをいかに解消するか

という観点のもと，実践に取り組んだ。「あ

るモノ」への新たな付加価値の創発につなが

り，従来の教育や研修制度とは異なる熟達度

の違いの解消法について，現場での実地調査

と先行事例を踏まえた試験的なワークショッ

プの導入を図った。片岡は，教育行政政策研

究の観点から文部科学省の文教政策を鑑みつ

つ，特に余市町教育委員会の学校教育ならび

に生涯学習政策動向に着目すると同時に，近

年理論ならびに実践研究の蓄積が進んでいる

「開かれた学校づくり」との関連性から，学

校という場の新たな役割について再検討を行っ

た。
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Ⅳ．研究結果

１．価値が創出される“場”

これまで十分に目を向けられなかった「あ

るモノ」を社会資源化していくには，「ある

モノ」のどうしを結びつけ，「あるモノ」を

有している者や「あるモノ」の存在を知った

者とで，「あるモノ」あるいは「あるモノ」

の組み合わせが持ち得る潜在的な価値を創出

し，その価値を「あるモノ」に十分に担わせ

る必要がある。さらに，その価値の存在や価

値の持つ意義を「あるモノ」に気付いていな

い幅広い層に向かって周知し伝搬させること

も必要となる。

「あるモノ」あるいは「あるモノ」の組み

合わせが持ち得る潜在的な価値を創出し担わ

せる場，そしてその価値の存在や意義を伝搬

させていく場には，次のような参与者が登場

すると考えられる。

①「あるモノ」の所有者。ただし潜在的な

価値には気付いていない。人数は少ない。

②「あるモノ」の存在を知った者。潜在的

な価値に気付く。人数は少ない。

③「あるモノ」の存在を知らない者。多く

を占める。

このうち最初の２者間では，「あるモノ」

が持ち得る価値あるいは社会資源としての可

能性について，どのような場であっても自由

闊達な議論，アイディア出し，ブレインストー

ミングが可能である。一方で「あるモノ」を

社会資源化し活用していくには，最初の２者

が，③の「あるモノ」の存在を知らない者に

対し「あるモノ」が持ち得る潜在的な価値を

認識させ，「あるモノ」を大いに利用できる

ような何らかの“場”を提供すること，そし

て③の「あるモノ」の存在を知らない者はそ

の“場”と，その“場”で扱われる「あるモ

ノ」を楽しめることが求められるだろう。

このように相異なる３者それぞれが共有で

き，「あるモノ」が持ち得る価値あるいは社

会資源としての可能性に楽しみながら気付け

る“場”が求められることになる。

２．「あるモノ」の発掘

� ヒアリングの方法と対象者

余市町の社会資源として既に地域に存在し

ているが，他の社会資源と有意に結びついて

こなかった「あるモノ」を発見し再評価する

ために，コミュニティソーシャルワークの手

法を活用し，地域アセスメントを行った。そ

の際，ヒアリング先で収集した新たな社会資

源の候補となる「あるモノ」を芋づる式にヒ

アリングを重ねていく手法を用いた。ヒアリ

ングは，対象者の都合の良い時間帯に主に相

手の勤務先にて行った。１回当たりのヒアリ

ング時間は１時間から２時間であった。また，

ヒアリングを経た後，繰り返し複数のヒアリ

ング先の対象者に集まってもらい，フォーカ

ス・グループインタビューを行った。

主なヒアリング先は，次の通りである。

・NPO法人北海道エコビレッジ
・ドメーヌタカヒコ

・北星学園余市高等学校

・余市町総務部企画政策課

・後志環境管理株式会社

・余市商工会議所

・ホテル水明閣

・中根酒店

・中央水産試験場

・松浦組

・サンケン農場

・福原豆腐店

・寿湯

・余市ワインを楽しむ会

・小樽当事者研究会「たるとの会」

・リタファーム＆ワイナリー

・地元チョークアーティストほか

以上のヒアリング先からの情報をストレン

グス視点で地域アセスメントをした結果，余

市が持つ複数のストレングスが抽出された。
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� 本研究におけるストレングスの捉え方

本研究ではストレングスとは，そのものが

もち顕在化および潜在化されている強さとし

て評価できるものとして捉える。ソーシャル

ワークの領域では，ストレングス視点による

実証研究が１９８０年代にラップ（１９９８）らによっ

て精神障がい者のためのケースマネージメン

トで注目された。白澤（２００６）らによって２０００

年代に高齢者のケアマネジメントの分野で意

思表示の困難な支援者のニーズを把握するた

めに活用されるようになった。その後，大橋

（２００５）により，コミュニティソーシャルワー

クによる支援方法の基盤としてケアマネジメ

ントの手法が取り込まれ，大橋の唱えるコミュ

ニティソーシャルワークのなかに国際生活機

能分類（ICF）とともにストレングスの視点
が取り込まれるようになった。

本研究で捉えようとした余市町に社会資源

として既に「あるモノ」は，そのものがそも

そも持っているが，それをストレングスとし

て評価されておらず，他の社会資源と有意に

結びついてストレングスが高められてこなかっ

たものである。

� ヒアリング結果

結果，次のようなものをストレングスとし

て評価した。

１）北星学園余市高等学校

余市町に住居もしくは職場をもつ北星学園

余市高等学校（以下，「北星余市高校」）の教

員で参加の得られた者を小グループにわけ，

ブレインストーミングと KJ法の手法を用い
て，余市のもつ強さを抽出した。結果，「自

然」「山」「海」「山の幸」「海の幸」「りんご」

「果樹」「ぶどう」「ワイン用葡萄」「ワイン」

「ニッカ」「マッサン」「温暖」「雪が少ない」

「高速道路の朝里川から余市までの延長」

「札幌に近い」「土地が安い」「買い物等では

不自由がない」「いろんな人が入ってきてい

る」「干渉されない」などがあった。これら

を分類すると「自然環境」「自然の恵み」「地

理的な利便性」「新参者の受入の良さ」が余

市のもつストレングスとして大まかな評価が

できることが分かった。

２）余市町

余市町の町政にかかわる部署へのヒアリン

グでは，余市は自然の幸に恵まれているが，

これらは明治以降に入植した人たちが自然と

闘いながら改良を重ねてきた結果で，元から

あったわけではない。これらが余市独自の人

間気質を作り上げているといえる。一方で，

近年は定年退職した世代が移住してきており，

比較的教養の高い人が多く，地元の公開講座

等への参加者が多いことが分かった。

３）余市商工会議所

余市商工会議所へのヒアリングでは，初代

会頭がちょうど放送が始まる NHKドラマ
「マッサン」の竹鶴政孝氏であり，ドラマの

影響で，国内外の観光客が押し寄せているが，

ニッカ工場に集中しているだけで他への経済

的波及効果が弱い。元々，余市は，会津藩の

人が流れてきて形成された町で，戦前はニシ

ン場の景気が良く，地元の寄附により小樽で

なく余市に北海道の水産試験場を誘致してお

り，現在も道内の中央水産試験場となってい

る。果樹では，ミカンと柿以外は何でも採れ

る温暖な環境がある。昔は，米を作っていた

が，りんご，生食ぶどう，梨，トマト，ワイ

ン用葡萄と作付け作物が変遷してきている。

これらの変遷は，農協等による主導ではなく，

各農業者の判断で行われてきている。ある意

味で世の中や自然をみながら柔軟に堅実に作

付けを各自で替えていくという独立心抱負で

フットワークの軽い土地柄といえる。一方で，

一律に同じモノを作らないため，りんごでも

たくさんの種類が育てられており，多様性や

希少価値はあるが大きな市場に出荷するほど

の収穫量がない。余市はヨソ者を温かく迎え
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入れる懐の深さがある。そのため，余市には

若者が就農で入ってきており，就農者が道内

一である。特に近年はワイン用葡萄の栽培や

ワイン醸造での就農者が多い。しかし，農地

は余ってきており，緩やかに人口が減ってき

ている。人口減少は他の地域より小さいが危

機感がある。特に，高校生には地元に残って

もらいたいと考えている。余市の生産者は自

分が作るモノに自信をもっており，トマト

ジュースなどブランド化し美味しいが，たく

さんは生産されていない。

４）中央水産試験場

中央水産試験場（以下，「水産試験場」）へ

のヒアリングでは，現在の建物は平成のバブ

ル期に建てられたのでお金をかけて作ってい

る。昔の水産試験場の施設は東洋一と言われ

ていた。水産試験場の主な仕事は，水産資源

の漁獲予測を漁業シーズン前に行うことであ

る。水産試験場では，自前の船で漁をして，

水揚げした魚を解剖してそのシーズンの資源

予測をしている。また，施設内の水槽で，各

種の水産物の飼育をしており，そのため，沖

合の海洋深層水をパイプで汲み上げており，

絶えず水槽に供給している。海洋深層水は不

純物（有機物）が少ないので，その水で捕っ

たものを洗うことで鮮度が長持ちし，海外等

遠方の市場にも出荷できる。また，余市町内

では現在，製塩は行われていないことがわかっ

た。水産試験場は，これまでも漁協や企業な

ど外部の小さな団体と共同研究をしてきてお

り，共同研究の契約を交わすことで，海洋深

層水の供給や施設を無料で使用することがで

きる。

５）リタファーム＆ワイナリー

リタファーム＆ワイナリーへのヒアリング

では，新規就農の夫婦が経営しておられ，ワ

イン用葡萄の収穫等では人手が必要なため，１０

年前から北海道社会福祉協議会のマッチング

事業を利用して，札幌や小樽の知的障がい者

等の施設から障がい者を受け入れてワイン用

葡萄栽培やワイン醸造の指導や作業を手伝っ

てもらっている。最高のロケーションで近く

を汽車が通るのが見え，のんびりと開放感いっ

ぱいのなかで時間を過ごしてもらっている。

リタファーム＆ワイナリーのご夫妻は栃木県

足利市にある有限会社ココ・ファーム・ワイ

ナリー�で研修を積んだ経験もあり，障がい

者の就労移行支援事業に理解があるだけでな

く，若者を中心とした生活困窮者の就労訓練

事業にも関心を持たれている。また，ワイン

用葡萄の栽培やワインの醸造は高校生でもで

きるという。人に使ってもらう予定で空けて

いた畑が一区画あり，北星余市高校の生徒の

教育に使ってもらってもいいという。リタ

ファームの畑は，余市町でも唯一南斜面に面

しており，雪解けも早く，ワイン用葡萄の栽

培には適している。現在，リタファーム内に

納屋として使われてきた古民家があり，そこ

を改装して自前の加工品やワインおよび地元

の特産物の販売，軽食やワインを飲む空間を

作りたいと考えている。リタファーム＆ワイ

ナリーに関する情報発信はあまりしてこなかっ

たが，ワインの評判を聞きつけて，東京から

も自分で探してワインを買いに来る個人客が

いる。しかし，現在はワインが飲める空間や

トイレがないため，納屋を改装する。納屋の

改装に当たっては，十分な資金がないため，

屋根や壁は地元の大工に頼むが，内装は自分

たちで行いたい。北星余市高校が近くにある

ので，納屋の改装のアイディアや作業を手伝っ

てくれるなら歓迎したい。また，ショップ化

された折には，商品開発や販売を手伝っても

らいたいと思っている。リタファーム＆ワイ

ナリーの将来構想では，畑の斜面にカーブを

つくり，ワインの貯蔵と試飲ができるように

したい。また，山頂の眺めがよく，海が見え

るので，そこにレストランや宿泊施設を作ろ

うと構想している。その構想の背景には，余
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市町内の宿泊施設は不足気味である一方，リ

タファーム＆ワイナリーは，車がないと訪れ

ることが難しい場所にあり，かといってワイ

ンの試飲や食事とワインを愉しむことが車の

運転手にはできないことが課題となっている

ためである。今シーズンに収穫したワイン用

葡萄で醸造したワインは，既にすべて売り先

が決まっており，よいものを作れば売れる状

況とのことであった。また，リタファーム内

には，通常は破棄等されるが，今後の商品開

発の材料となるものがたくさんあることがわ

かった。例えば，収穫後のぶどうの蔓はクリ

スマスの飾り付けに人気のリースの材料にも

なるし，防風林として生えている松の松ぼっ

くりもたくさん落ちている。さらには，春先

には畑の至る所に食材となるヨモギが自生し，

放置しておくとちょっとした木のようになっ

てしまう厄介者という。

� 考 察

以上の様に複数のヒアリング先を訪れた。

また，これらのヒアリング先の対象者に集まっ

てもらい，フォーカスグループインタビュー

も行ったことがきっかけで，それまで横のつ

ながりが全くなかった生産者同士が出会う機

会ともなった。参加者からは，仕事場が近く

ても，取り扱う生産物が異なるとお互いの存

在すら知らなかったということから，ヒアリ

ングとは別に生産者同士で新たな創造に発展

する可能性をもつネットワーク化を行うこと

にもつながった。

ヒアリングの結果，余市町がもつ重要なス

トレングスが複数見つかった。また，課題も

複数見つかった。余市町がもつストレングス

として，「既に有名な土地」「自然の恵み」

「温暖」「ヨソ者の受入」「小規模経営」「自

主独立」「不干渉」「札幌に近い」などが挙が

られる。一方，課題として「横のつながりが

ない」「情報発信の弱さ」「若者減少」「担い

手不足」が考えられた。

「既に有名な土地」では，改めて余市を宣

伝しなくても知られているメリットがある。

「自然の恵み」「温暖」では，国内外の人か

ら美味しいと人気のある北海道の海の幸だけ

でなく，果樹を中心とした糖度の高い美味し

い山の幸があり，現在は栽培で長い実績のあ

るぶどうの延長としてワイン用葡萄の栽培に

成功し，今後は益々質の評価が高まってくる

だろう。札幌から小樽まで高速道路を使えば

車で３０分，小樽から余市まで車で３０分，意外

に「札幌に近い」。また，３年後の２０１８年に

は朝里川から余市まで高速道路が延長され，

札幌－余市間が４５分程度に短縮される。また，

余市側の高速道路の出入口が，北星余市高校

とワイン用葡萄畑が広がる登地区の間に予定

されており，車を使った交通の便はさらに改

善される。そのため，札幌からの客だけでな

く，国内外の観光客の往来が増える交通条件

があり，ニッカを始め，注目され始めたワイ

ンを目当てに訪問者が増える可能性がある。

現代につながる明治以降の余市の開拓の歴

史として，互いに「不干渉」で「自主独立」

に，家族で「小規模経営」をしてきており，

それ故，結果的に「ヨソ者の受入」がよく，

誰かへの断りもいらずに新規事業を始められ

る土地柄であることが分かった。フォーカス

グループインタビューでは，ワイン，トマト

があるので，美味しいチーズがあればいいと

も意見が出された。そこで，新規事業を始め

やすい環境であるため，協力が得られる農家

さえあれば，例えば水牛数頭を飼ってもらい，

水牛のミルクでナチュラルチーズを作る工房

を作ることも可能であるとなった。また，水

産試験場で汲み上げている海洋深層水を使っ

て製塩し，余市の食材を使った料理や加工品

に使用することも可能である。また，リタ

ファームで厄介者となっているヨモギを練り

込んだパスタや廃棄されるぶどうの蔓や松ぼっ

くりを材料にリースづくりの講座の開催や商

品化ができるだろう。
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ヒアリングの結果，課題として考えられた

「横のつながりがない」ことについては，ヒ

アリングやフォーカスグループインタビュー

がきっかけで生産者同士がつながれたことが

喜ばれたこともあり，これまでは余市町内の

生産者は積極的に交流するような機会やネッ

トワークがないため，研究者がコーディネー

ターやファシリテーターとして橋渡し役を担

うことでこれらのネットワーク化を図り，各

生産者が自慢の生産物を持ち寄り，食材やワ

イン，ウヰスキーに合う料理のレシピの開発

や商品化をしていくなど生産者同士の交互作

用を促しことは可能だろう。また，自分が作っ

たものにプライドをもつ生産者が多い一方で，

「情報発信の弱さ」があったため，自分たち

の生産物や新たな取り組みをインターネット

や SNSを通じて情報を発信していく必要性
があるが，単に日本語だけでなく，地元のボ

ランティアの手を借りるなどして，英語や中

国語等の言語でも発信が求められる。

「若者減少」や「担い手不足」の根源は，

単に人口減少でなく，地元での雇用が増えて

いなかったこと，雇用があっても季節労働で

あったりして，年間を通じて生活していける

だけの充分な収入が見込めないことが背景に

あるだろう。そこで，余市の生産物や土地，

自然を魅力的に上手く情報発信することで訪

問客を増やす一方で，バラバラだった生産物

を上手く結びつけ地元のワインやウヰスキー

とも合う付加価値の高い新たな料理や商品を

開発し，景色を楽しみながら滞在できる環境

整備を通じて，地元に十分な収入を得られる

就労環境をつくっていけるだろう。そうすれ

ば，地元高校を卒業した「若者」のみならず，

就労を希望する障がい者や生活困窮者，「ヨ

ソ者」として道内や国内から活力ある人材が

職住を余市町におく日も夢ではないだろう。

そのためには，余市町にはコーディネーター

やファシリテーターの存在が必要と思われる。

３．余市町のワイン用葡萄とリタファーム＆

ワイナリー，１０Rワイナリー

� 余市町におけるワインの歴史�

余市町が町内で本格的なワイン用葡萄の栽

培を始めたのは，１９８４（昭和５９）年サッポロ

ワインが，町内の生産者とワイン用葡萄の栽

培契約を締結したことによるが，その前年の

１９８３（昭和５８）年サッポロワイン及びはこだ

てわいんが，町内の生産者とワイン用葡萄の

試験栽培を開始したことも影響している。余

市町は，１８７５（明治８）年北海道開拓使から，

りんご，ぶどう（生食用），梨，スモモの苗

木（８００本）が配布され，その２年後には葡

萄が結実するなど果樹栽培には適した地域で

あった。１９２０（大正９）年には，大浜中にぶ

どう（生食用）を植栽し，良質で良食味の栽

培に成功している。１９３４（昭和９）年には，

大日本果汁株式会社北海道原酒工場（現ニッ

カウヰスキー余市蒸留所）が設立され，４年

後にはアップルワインを発売している。ま

た，１９７４（昭和４９）年には，日本清酒株式会

社の「余市ワイン」が設立されている。１９８４

（昭和５９）年サッポロワインが，町内の生産

者とワイン用葡萄の栽培契約を締結してか

ら，１９８５（昭和６０）年には，余市ワイン，北

海道ワイン，はこだてわいん，ニッカウヰス

キーが，１９９６（平成８）年には，グレイスワ

イン，２００２（平成１４）年には，池田町ブドウ・

ブドウ酒研究所が，町内の生産者とワイン用

葡萄の栽培契約を締結している。さらに２０１０

（平成２２）年，ドメーヌ・タカヒコ（ワイン

醸造所）がオープンし，２０１１（平成２３）年，

余市町が，「北のフルーツ王国よいちワイン

特区」に認定されるなど，栽培と醸造を兼ね

るワイン用葡萄生産者が誕生し始めた。２０１３

（平成２５）年，リタファーム＆ワイナリー，

株式会社 OcciGabiワイナリーがオープン，
２０１４（平成２６）年には，登醸造がオープン

するなど，現在３７のワイン用葡萄生産者とワ

イナリーがある。
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� 余市町のワイン用葡萄生産状況�

２０１１（平成２３）年農林水産省「特産果樹生

産動態等調査」，および平成２６年度余市町経

済部農林水産課産業連携推進係調べでは，ワ

イン用葡萄の栽培面積は，全国で１，０３３．１ha，
北海道全体では，３９９．０ha（３９％），余市町
は１０７haと北海道全体の２７％を占めている。
ワイン用葡萄の収穫量は，全国で，４３２４．４t，
北海道全体では，１２５１．３t（２９％），余市町は
５８８tと北海道全体の４７％を占め，いずれも
北海道内１位である。余市町で栽培されてい

るワイン用葡萄品種と作付面積は，ケルナー

（４０．０７ha），ツヴァイゲルト・レーベ（２５．２１
ha），ミュラー・トゥルガウ（１４．２５ha），ピ
ノ・ノワール（１５．９６ha），バッカス（７．２７
ha），レジェンド（４．７３ha），シャルドネ（２．５
ha），セイベル１３０５３（２．３２ha），レンベルガー
（２．２３ha），ドルンフェルダー（１．１ha），ソー
ヴィニョンブラン（１．１ha），ピノグリ（０．９
ha），ゲヴュルツ・トラミネール（０．５ha），
カベルネソーヴィニヨン（０．４ha），ジャー
マンカベルネ（０．３ha），セイベル９１００（０．２５
ha），アルモノワール（０．２ha），メルロー
（０．２１ha），シルバーナ（０．０５ha），ピノム
ニエ（０．２ha），セイベル５２７９（０．１ha），そ
の他（０．５４ha），合計１２０．３９haである。

� リタファーム＆ワイナリーについて�

１）ワイナリー設立の経緯と現状

①名前の由来

リタファームの名前であるが，この土地は，

もとはNHKドラマ「マッサン」で有名になっ
たニッカの創設者竹鶴政孝にゆかりのある嶋

宮辰二郎氏（８６歳）の畑であった。現在でも

この地区の南側にニッカの畑がある。この辺

りは，竹鶴政孝やリタが風景を見に来てスコッ

トランドの風景と似ていることから気に入っ

た場所であり，リタの名前からあやかってリ

タファームと名前付けた。当初，リタの名前

は宗教用語かと深読みされることもあった。

まだ，いまのようなリタの知名度は低かった

時代である。

②設立動機と準備

１９９８年頃，余市では農薬を過剰にまく農家

が散見され，無農薬野菜や健康な果樹とは何

かを考えるようになり，２００７年の長女出産を

機に健康食品に関心をもった。余市では，竹

鶴政孝が，規格外のリンゴ等，売り物になら

ない廃棄分をすべて買いとってジュース等の

加工品にしたと聞いている。農産物の規格外

品を廃棄してしまう状況を目の当たりにして，

それはもったいないとジャムやトマトソース

を作り，それらを福祉施設のバザーで売った

りした。また，北海道のトウキビを使ったコー

ンフレークの加工も検討したが，アメリカの

会社の特許が壁になり諦めた。そこで，コー

ンフレークにかわる玄米等でシリアルをつくっ

た。２００７年秋「きたキッチン」で販売したこ

とによりマスコミに取り上げられて火が付い

た。当時は，ドライフルーツが入ったシリア

ルが少なく，値段が割と高価であったにもか

かわらずセレブらの支持を得た。甘みを付け

ていないので珍しいと言われ，その収入が，

ワイナリーの資金源となった。

③ワイン特区第１号

その後，余市町のワイン特区第１号を取得

した。特区免許は，２klでワインを作るこ
とが出来るが，その生産量では採算が合わな

い。町が取り組む新しい試みに協力はしたが，

特区免許は即座に解除せざるを得なかった。

また就農後に青年就農給付金制度を活用した。

この制度には準備型と開始型があるが，先に

農地を入手したので，開始型を使用した。２０１０

年代は，ワイン用葡萄農家があっても原料生

産者で，大手酒造メーカーの契約農家がほと

んどであった。

④夫婦の経歴

農業をやる前，由利子氏はフランスのシャ

ンパーニュ地方で醸造とぶどう栽培を学んだ。

夫の誠人氏は醸造機械のメーカーに勤めてい
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１９９８ 余市町登町２０１６番地

２００９ 余市リタファーム 開園

２０１０ 余市町登町１８２４番地 ３ha自社圃場，
斜面整地（リンゴ畑）

２０１１ 自社圃場内２ha 植栽

２０１２ 果実酒製造免許申請 自社圃場内１ha
植栽

２０１３ ワイナリー建設計画届出

２０１４ ６月，余市町内で３番目となるワイナリー

完成（果実酒製造免許取得）

３月，自社畑 ワイン初荷

た。気候としては，シャンパーニュ地方は寒

く，北海道はフランスのアルザス地方よりシャ

ンパーニュ地方に近いと思っている。北海道

も北国であることからワインに適度な酸が残

り，本格的なスパークリングワインを作るこ

とが可能であり，将来は，本格的な北海道産

スパークリング作りを目指している。現在は，

白ワイン醸造が中心で，ワイン用葡萄の品種

としてはケルナー，ピノ・ノアール，ソーヴィ

ニヨンブラン，メルロー，シャルドネなどを

使って作っている。

⑤風のヴィンヤードと王冠（クラウン）

ワイン用葡萄畑“風のヴィンヤード”は，

栽培面積約３haの余市町登地区，最南部に
位置する緩やかな南斜面の葡萄畑である。害

虫と呼ばれる虫と共存することから学ぶべき

こともあると考え，圃場内（ほじょうない）

の生態系を極力崩さない畑造りに取り組んで

いる。南風が余市湾へと吹き抜けるため「風

のヴィンヤード」と名付けた。

ラベルは，王冠（クラウン）であるが，こ

こにはシャンパーニュのルミアージュ（【re-
muage】ワインの製造工程のひとつ。 逆さ

まにして傾けたびん を少しずつ回転させる

ことによって澱を取り除く作業のこと。動瓶。）

という意味が反映されている。トレードマー

クでもあるクラウンマークだが，シャンパー

ニュ製法で欠かせないルミアージュの工程の

中で，なくてはならない王冠とクラウンをか

けた。デザインは，誠人氏が考えている。２０１３

年より自園のシャルドネ種を使用した本格的

なスパークリングづくりを行っており，将来

的に畑の斜面内にセラー（貯蔵窟）をつくり，

貯蔵と試飲ができるようにしたいと思ってい

る。

⑥障がい者の就労支援

以前，栃木県足利市にある指定障害者支援

施設「こころみ学園」のココ・ファーム・ワ

イナリーに酒税法上の記帳研修に行ったこと

があった。そこで障がいをもった人たちとの

関わったことで，何か自分たちにも出来るの

ではないかと思い，１０年くらい前から障がい

者の就労支援の一環として北海道の事業に参

加し，引きこもりや統合失調症の人を受け入

れた。受け入れた人の中には，黙々と作業に

取り組み，休憩時間も寡黙な人や畑から SL
が見えたりすると喜んで興奮する人もいたが，

障がいの有無に関係なく今後も継続して受け

入れていこうと考えている。

２）今後の方向性

①畑の隅に倉庫になっていた古民家を改修し，

内装を自分たちで綺麗にして，２階をレス

トラン，１階をショップ（オーガニックコッ

トン，ワイン等）にすることができないか

検討していく。

②畑からの眺めの良さを活用し，宿泊施設等

を建設する。

③次年度，２０１５年４月以降，北星余市高校の

生徒と一緒に古民家リフォームをしたり，

販売を手伝ってもらう。北星余市高校で構

想する高校生がつくったモノを売るアンテ

ナショップの可能性を探る。

④北星学園大学の学生とのコラボレーション

を行う。

（年表）

注 リタファーム＆ワイナリー（「HISTORYワイ
ナリー開業まで」

（ http：／ ／www．rita�farm．jp ／winery ／ index．
html，２０１５．５．８）
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� １０Rワイナリーと北星余市高校の関わり

１）１０Rワイナリー設立の経緯と現状�

ブルース・ガットラヴ（Bruce Gutlove）
は，１９６１年ニューヨークに生まれ，１９８６年に

カリフォルニア大学デイヴィス校の醸造学科

を卒業後，ナパバレーのワイナリーでワイン

づくりを学んだ。１９８９年栃木県足利市にある

指定障害者支援施設「こころみ学園」のココ・

ファーム・ワイナリーで，ワインづくりに携

わる。２０００年には，ワインやスパークリング

ワインが九州・沖縄サミットの晩餐会に使用

され，２００８年には，北海道洞爺湖サミットの

総理夫人主催夕食会で使用されるなど日本の

葡萄を使って数々の名ワインやスパークリン

グワインを作り上げ，日本のワインを牽引し

てきた。２００９年ココ・ファーム・ワイナリー

での仕事も継続しながら，北海道空知管内岩

見沢市栗沢に１４haの畑を確保し独自のワイ
ンづくりを始める。

北海道でワイナリーをつくる動機は，①自

分独自のワインづくり，②ココ・ファームの

製造部のスタッフの力量向上と自立心，③職

人としてのこだわりと質の追求，④北海道の

可能性，地理的条件，人的つながりなどが影

響した。１４haの畑のうち農地が９ha，その
うち２．３haが葡萄畑である。１．８haにピノ・
ノワール８，０００本，０．５haにソーヴィニヨン・
ブランを１，５００本，その他の葡萄を８００本植え

た。さまざまな環境やエネルギーを共存させ

るバイオダイバーシティ（生物多様性）やバー

マカルチャー（持続可能な有機農業）を目指

している。

ワイナリー名の１０R（トアール）は，ワイ
ナリーの名前を「意味のない透明なもの」に

したかったからである。なぜなら，ほかの農

家から依頼されて受託醸造する場合，ワイナ

リーの名前を「名なし」にしておけば，ワイ

ンの作り方をその人の自由に出来ると考えた

からである。そこで「あるワイナリー」，無

印的な考え方をした。パートナーの亮子氏が

それなら「とある」の方がいいと言い，雰囲

気から「トアール」にした。本当に重要なの

は農業でありワイナリー（醸造）そのものは

それほど重要ではないと考えている。

だから畑での作業も含めて，できるだけ人

の手を介入させない古典的なワインづくりに

挑戦している。土地がどんなものを生み出す

かを優先させる事にした。ワインづくりは基

本的には科学であるが，昔の人たちの視点

（観察）を大切にしている。

４年前に亡くなったこころみ学園の川田園

長が，「消えてなくなるものに，渾身の力を

そそげ」と言ったと聞いた。この考えが大切

だと思っている。ワインは，どんな人がどう

いう気持ちで，どういうものを使って，どう

いう夢をもってつくったか，そういうことを

知りたくなる飲み物である。

今回，北星余市高校の学生達８名が，葡萄

畑の草刈りと収穫後の仕込み作業に参加して

くれた。この小さな経験から私たちが目指す

ものを感じ取ってくれたとすれば何か意味が

あったのではないかと思う。

２）今後の可能性

今回，北星余市高校の学生達８名が１０Rワ
イナリーとその畑で作業を手伝ったが，この

ことをスクールソーシャルワークとの関係で

考察すると以下のようなことがいえる。

①スクールソーシャルワークの目的が，学校

という場を中心に「子どもと家族の自立支

援」を行うことであり，発達と生活に関わ

る包括的な働きかけであるとするならば，

さまざま自然環境やエネルギーを共存させ

るバイオダイバーシティ（生物多様性）や

バーマカルチャー（持続可能な有機農業）

を学ぶことの出来る場（例えば，１０R）と
教育現場が今後どのように繋がって行けば

良いのかを考えるきっかけを与えてくれた。

②総合学習や課外授業等で，自然のもつ感化

力を見直し，積極的に活用していくことに
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よって，北海道家庭学校の創設者，留岡幸

助の実践でも明らかなように，今日の学校

におけるソーシャルワーク実践に求められ

る不登校児支援・被虐待児ケア・発達障害

児支援，精神疾患児童等への治療・教育的

な役割を補完する働きが期待できる。

③ワイン用葡萄の成長過程や醸造過程におけ

る共同作業を通して，従来の人間関係とは

違った年齢や性別，職種の人々と出会い，

関係を作っている「言葉」や「語り」，そ

れによって織りなされた「ストーリー」を

見いだし，その変化に気づいた生徒もいた。

関係者との対話を通して，従来学生個々人

がもっていた現実世界に広がりを与え，多

様な認識をもつための機会提供が可能とな

る。

４．「あるモノ」の社会資源化のための価値

の創出と伝搬手法

� 価値が創出される“場”とその共有

Ⅳ．－１．で述べたように，これまで目を

向けられていない「あるモノ」を社会資源化

するには，「あるモノ」のどうしを結びつけ

る，「あるモノ」を有している者や「あるモ

ノ」の存在を知った者とで，「あるモノ」あ

るいは「あるモノ」の組み合わせが持ち得る

潜在的な価値を創出する，「あるモノ」が担

う価値の存在や価値の持つ意義を「あるモノ」

に気付いていない幅広い層に向かって周知し

伝搬させる，といったことが必要となる。そ

のためには，①「あるモノ」の所有者，②

「あるモノ」の存在を知った者，③「あるモ

ノ」の存在を知らない者，の３者が「あるモ

ノ」が持ち得る潜在的な価値を相互に認識し，

その価値を楽しみながら気付ける“場”が求

められる。

この“場”では，「あるモノ」についての

知識や経験が豊富な①あるいは「あるモノ」

が持ち得る価値についての知識が豊富な②が，

「あるモノ」についての知識あるいは「ある

モノ」が持ち得る価値の知識が薄い③に対し

て「あるモノ」が持ち得る価値を伝え，認識

させることになる。さらには，その価値を担っ

た「あるモノ」がさらにどのように社会資源

として活用できるか①②③が共に考える“場”

ともなる。この“場”では，①②と③の間に

知識／経験共に大きな隔たりがあるため，①

②を熟達者，③を初学者と捉え，知識を伝達

する場と捉える事が可能である。ただし多く

の明文化された知識の伝達とは異なり「ある

モノ」を社会資源化していく時には，「ある

モノ」が持ち得る価値を発見しながら，その

価値を認めることが必要になるため，「ある

モノ」の価値がどのように存在し「あるモノ」

がおかれた中でその価値がどのように機能す

るのか実践を踏まえた実践知（金井，楠

見，２０１２）として伝達されていく必要がある。

そのため，従来の知識の伝達の場とは異なる

新たな学びの“場”が求められる。

� “学習の場”の創出

ではこの“場”を如何に用意すれば良いの

か。初学者と共に実践を通して価値を「発見」

し共有する“場”は，２者間で時間をかけて

知識や価値が伝達されていく徒弟制や，大人

数に向けて一方的に価値を伝える座学のよう

な場とは異なる。実践を通して，「あるモノ」

が持ち得る価値が立ち現れる瞬間にその“場”

の参与者が毎回立ち会い，その価値を認識し，

その価値がその“場”において機能する様を

共有する。そうすることにより③の「あるモ

ノ」の存在を知らない者は，「あるモノ」の

持つ社会資源としての価値を認識し活用でき

るようになる。またこの“場”で熟達者は，

「あるモノ」が持ち得る新たな価値を初学者

と共に探るため，熟達者にとっては当然なこ

とが初学者にとっては当然ではないことに気

付きそれを受け入れ，初学者だけに見えてい

る何かを常に受け取ることも求められる。別

の見方からは，このような“場”は三宮
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（２００８）が言う�Learning by Teachingの場”
である，とも考えられる。

このように，「あるモノ」が持ち得る新た

な価値を発見出来る“場”を「熟達者も初学

者も共に学び合う場」だと捉えた時，価値を

発見した経験を持つ初学者は教える側の熟達

者に成り得ると考えられる。すなわち，価値

を発見したかっての初学者は，全くの初学者

とともに「あるモノ」の持ち得る価値を発見

し伝達する行為に参与する時，自身が手にし

た価値がどのように価値付けされるものなの

か客観視し，その価値が置かれる価値構造全

体を意識する。さらに，全くの初学者ととも

に新たな価値を発見していく実践を通して，

この価値および価値が置かれる価値構造全体

の客観視を一層進めることになる。

本研究では，このような“場”の構築を目

指し，全くの初学者が熟達者から知識を伝達

されて行く場を参与観察し，その場で知識や

価値がどう伝わっているのか，どう初学者に

受け止められているのか観察した。

� 参与観察経過

観察は，北星余市高校の「総合講義」の授

業においておこなわれた。「総合講義」の各

講義では，高校教員ではなく各分野の知識・

スキルに優れた民間の方が担当者となり，実

践を通して当該分野の知識とスキルの伝達を

おこなっている。この担当者は熟達者となる

が，「教えること」の熟達者ではない。また

初学者の技量，動機付けの程度も様々である。

この講義での実践が良い形にたどり着くには，

熟達者と初心者がともに学び合い，初学者そ

れぞれの到達点を了解しながら，各分野の知

識・スキルを深めていくことが求められる。

そのような場で，熟達者と初学者がどのよう

に関与していくのか，という点から参与観察

を進めた。

今回の研究ではスケジュールの都合上参与

観察に十分な時間が割けず，熟達者と初学者

が関わり合いの中で見せる変化がどのような

ものか，その“場”において両者の関係の変

化を生み出すために必要な要素は何か，とい

う点を十分に洗い出すことはできなかった。

極めて限定的ではあるが観測された観察事例

からは，熟達者が初学者に対して如何に寛容

さと受容力を発揮するか，がこの“場”での

最初のポイントになると思われた。熟達者は

初学者が抱く疑問を受け入れた上で，その疑

問が当該分野の価値とどのような関係にある

のか実践の中で解決させながら，その価値の

持つ魅力に気付かせていく，といった役割を

担っていることが確認できた。一方で，初学

者が新たな教え手となり熟達者となっていく

過程や，熟達者と初学者が共同して新たな価

値を導出する過程は，十分に確認できなかっ

た。

今後，この観察結果に加え新たな観察事例

並びに実践をおこなっていくことにより，熟

達者に求められる初学者の疑問の受け入れと

それへの回答に必要な要素，実践の中での疑

問の解決と魅力発見において必要となる要素，

すなわち価値を共有していく過程において必

要となる要素の洗い出し，および，教え手と

なりながら価値を学び，価値を発見し，価値

を広げ，初学者を巻き込みながら新たな価値

を導出する方法について，具体的な実践を通

して検討を加える必要がある。

５．教育からの視点で考える

最後に，教育という視点から本研究の意義

について別の角度から考察してみたい。

学校という存在が物理的にも，そして時と

して精神的にも社会の中にある存在として，

いわば人々を惹きつける磁場としてコミュニ

ティ内の資源や社会関係資本を引き付けて取

りまとめることに留まらず，自ら積極的に関

与することでコミュニティのありようを変容

させていく大きな要因となることは言うまで

もない。「開かれた学校づくり」は小中高に
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留まることがなく，大学においても社会や地

域に対する貢献の重要性を鑑みて語られるこ

とが多くなっている。この傾向は今後も公立

私立，または学校種を問わず，強まっていく

であろう。

そのような中で，余市町の学校教育や社会

教育など文教政策について視点を変えて考え

みたい。実はその歴史を紐解くと，余市町の

教育実践は，実は豊かな歴史的蓄積という土

台の上にあることに気づくのである。

高倉によれば，「余市の学校教育は，創始

期において郷学所として，全道の教育先進地

として発足し，明治の洋式校舎，大正の中等

教育，昭和の特色ある各学校の教育実践等，

今日なお教育余市のゆるがぬ実績をもち，余

市の社会教育も昭和初期の余市精神道場の実

践が全道社会教育の先駆としての役割を果た

した側面をもち，ともにすぐれた教育遺産を

残している」とで述べている（高倉１９８２：１１）。

いわゆる社会教育は戦後の社会教育法の整備

によって教育行政の要のひとつとして実践が

積み上げられていくが，この記述は余市町に

は学校教育のみならず，社会教育の領域にお

いても活発化する歴史的遺産が歩んできた道

の中に存在していたことを示している。また，

「文化の面では，余市の文化財が北海道の文

化財の中でも特異な存在であり，その位置づ

けをして遺跡の多い余市を浮き彫りにし，生

命や生活にかかわりの深い医療・学芸・宗教

について，時代によってそれぞれ消長がみら

れる」と述べられている点にも注目をしたい

（高倉１９８２：１１）。すなわち，本プロジェク

トの核とも言えるネットワーク構築を考える

前提として，既にあるモノを探していくプロ

セスが大事となっているが，余市町の特徴と

して時代によって浮かんでは消えていくもの

があったならば，それを文化資本として継承

することが困難であったことは想像に難くな

い。ただ，これを別の角度から考えると，そ

のような町の遺産について歴史を通して再発

見する機会も与えられている，ということに

なる。その証左として，余市文教発達史（戦

後編）でも，「戦後の教育史について概観す

ると…（中略）…余市教育は，道央教育圏の

中で，戦後北海道教育史や，戦後後志教育史

の典型的な地域として，地域的特性を発揮し，

発展をとげてきた。この動向の中で，戦後の

文教発達史を，学校教育と社会教育の両面か

ら追求する立場をとった」（高倉１９８７：１１），

という記述がある。

以上の戦前と戦後の文教政策から現在また

は未来の余市を考えると，実はこれまでの歴

史の中に本研究が対象としている社会資源化

のルーツがあったと言えるのではないかとい

える。

ここで教育行政と学校経営の観点からこの

議論を補足してみたい。余市町における平成

２７年度教育行政執行方針は，『広報よいち

No．７６８）』によれば，１．自ら学び未来を切
り開く学習指導の充実，２．思いやりと自ら

を律する心を大切にする生徒指導の充実，３．

生命を尊ぶ心を大切にする健康・安全教育と

教育環境の整備充実，４．地域貢献に向けた

学習機会の提供，５．青少年の健全な育成に

向けた環境づくり，６．芸術文化活動の振興

と文化財の保存と活用，体力向上と健康増進

のためのスポーツ活動の振興，となっている。

この中で着目したい方針が「４」である。具

体的には「生涯学習の実現には，町民が生涯

にわたっていつでも，自由に学習機会を選択

して学ぶことができ，修得した知識・技能が

適切に評価され，その成果が地域貢献に生か

されることが大切です」とあり，そして成人

教育では，人間性・社会性を生かした主体的

に生活できるような，自己実現に向けた学習

機会の提供，高齢者教育では，生きがいづく

りに向けた学習活動の提供と地域に生かせる

環境づくり，となっている。この方針から伺

えることは，本プロジェクトが推し進めてい

る取り組みが，余市町が志向するビジョンと

地方都市に「あるモノ」の社会資源化とネットワーク構築の試み

― 191 ―



合致するということであろう。

また，余市町には道立高校（北海道余市紅

志高等学校）と私立高校（北星余市高校）が

ある。北海道余市紅志高等学校（以下，余市

紅志高校）の「学校教育目標」は，�学ぶ意
欲を持ち，個性を磨く人を育てる，�心の触
れ合いを大切にし，社会に貢献できる人を育

てる，�自分の夢に向かい，努力できる人を
育てる，�生命を尊重し，元気で明るく生き
る人を育てる，であり，そして「目指す学校

像」は，�生徒・保護者・地域・教職員がと
もに夢や希望をかなえる学校，�地域に根ざ
し，地域の特性を活かし，地域を担う人材を

育成する学校，�明るく爽やかな学校生活の
下，生徒の自己実現を支援し育てる学校，で

ある。余市紅志高校は総合学科の高校だが，

その独特の授業として「産業社会と人間」が

ある。一方の北星余市高校の「教育方針」は，

�キリスト教の精神にもとづき，教育が行わ
れます。それは，皆が力を合わせて愛し合い，

助け合って生きていくことを共に考えていく，

�明るく，健康な体を鍛え，自然や社会を正
しく科学的に判断できる力を養うことを，教

科指導を通して追求する，�生徒を集団の中
で育て，個人や集団の自主性，自発性，自治

能力を育て，高めていく，�教育活動を支え
る優れた教師集団づくりを大切にしています，

�父母，教師，生徒が一体になった教育を進
めていく，である。両校は公立高校と私立学

校という違いがあるものの同じ余市町に根ざ

して教育活動を展開しており，余市紅志高校

が先述した「産業社会と人間」という授業に

よって先駆的な取り組みをし，そして北星余

市高校もまた本研究を通して明らかにされた

ように高校生が積極的に地域づくりに貢献を

している。今後の課題としては，両校の連携

や余市町教育委員会にも働きかけることで町

内の小学校や中学校とも協働の取り組みを促

進するスキームを構築するということがあろ

う。既に本プロジェクトを豊かにするリソー

スが学校の中に備わっている，とも言えるの

である。

文部科学省は現在，さらに地域に学校を開

く試みとして「コミュニティ・スクール」に

ついて諸政策を進め，道内でも研究指定校で

はその理論と実践について協議が進められて

いる。また，初等中等教育のみならず，高等

教育にあっても「アクティブ・ラーニング」

にも注目が集まっている。文部科学省によれ

ば，アクティブ・ラーニングを「教員による

一方向的な講義形式の教育とは異なり，学修

者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・

学習法の総称。学修者が能動的に学修するこ

とによって，認知的，倫理的，社会的能力，

教養，知識，経験を含めた汎用的能力の育成

を図る。発見学習，問題解決学習，体験学習，

調査学習等が含まれるが，教室内でのグルー

プ・ディスカッション，ディベート，グルー

プ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニン

グの方法である。」と説明している。これら

の諸政策の進展もあり，今後本プロジェクト

が教育研究・実践の観点からも貴重な知見を

提供する機会となると言えるだろう。

Ⅴ．おわりに

本稿は，それぞれ研究領域やそのアプロー

チ方法が異なる４人の研究者によって分担執

筆された。石川は，「あるモノ」の所有者と

存在を知った者を知識や経験が豊富な熟達者

と位置づけ，「あるモノ」の存在を知らなかっ

た者を知識や経験についての初学者とし，

「あるモノ」が持ち得る新たな価値を発見出

来る“場”を両者が共に学び合う場だとした。

岡田と栗山は，「あるモノ」の所有者と存在

を知った者と思われた地方都市の社会資源を

対象にヒヤリングを重ねた。その結果，地方

都市がもつ歴史的な経緯のなかで洗練され生

き残ったストレングスをもった社会資源を再

評価し，その地方都市に既に「あるモノ」と
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して捉えた。また，手がける生産物が異なる

ことで近隣にあっても互いに認知してこなかっ

た「あるモノ」の所有者を研究者が結びつけ

ることで，地方都市に「あるモノ」のネット

ワーク構築と複数の「あるモノ」の交互作用

により新たな創造が生み出される可能性があ

ることが分かった。片岡は，地方都市の教育

行政おける歴史的遺産を再認識し，地方都市

における今日の教育行政の方針や地元高校の

教育方針のなかで謳われる地域貢献に向けた

取り組みに注目し，アクティブ・ラーニング

の手法に着目した。

以上のことから，本研究の今後の課題とし

ては，地域貢献に参画する「あるモノ」の初

学者の裾野を広げると共に，アクティブ・ラー

ニングを活用した初学者と熟達者の交互作用

や初学者をも巻き込んだ熟達者同士のネット

ワーク構築および初学者が地域貢献の担い手

として熟達者に成長していくためのアクショ

ンが必要であり，アクションを行ううえでは

「あるモノ」を活用したストーリーを生み出

していくことが重要であると考えている。

なお本稿は，２０１４年度北星学園大学特定研

究費の助成を受けて取り組まれた「地方都市

に『あるモノ』の社会資源化とネットワーク

構築の試み（２０１４，研究代表者：岡田直人）」

による研究成果の一部である。

［注］

�栃木県足利市にある有限会社ココ・ファーム・
ワイナリーは，１９８４年から酒類製造免許を取

得し，知的障がい者らによりワイン用葡萄の

栽培とワイン醸造を始めている。母体は社会

福祉法人こころみ学園である。

COCOFARM&WINERY（http：／／cocowine．
com／about_us／about，２０１５．１０．０８）

�「余市町のワインの歴史」
（http：／／www．town．yoichi．hokkaido．jp／
kurashi ／ nourin ／ wine ／ wine� history ．

html，２０１５．５．１）
�「『ワインパンフレット』余市町」
（http：／／www．town．yoichi．hokkaido．jp／
kurashi ／ nourin ／ wine ／ wine�pamp．pdf ／
２０１５．１０．３）

�「リタファーム＆ワイナリー 菅原由利子氏，

誠人氏 インタビュー内容」２０１５年２月２５日

（水）１０時～１２時４０分。

�リタファーム＆ワイナリー「HISTORYワイ
ナリー開業まで」

（http：／／www．rita�farm．jp／winery／ index．
html，２０１５．５．８）

�ブルース・ガットラヴ（２０１４）『ブルース，日
本でワインをつくる』新潮社図書編集室，

pp．１４４�１７９．

［引用文献］

高倉新一郎監修（１９８２）「余市郷土史第３巻 余

市文教発達史」余市教育研究所編

高倉新一郎監修（１９８７）「余市郷土史第４巻 余

市文教発達史（戦後編）」余市教育研究所編

広報よいち No．７６８（平成２７年４月）
（http：／／www．town．yoichi．hokkaido．jp／
yoichidata／kouhou１５０４／kouhou１５０４＿new�all．
pdf，２０１５．１０．３１）

北星学園余市高等学校

（http：／／www．hokusei�y�h．ed．jp／，
２０１５．１０．３１）

北海道余市紅志高等学校

（http：／／www．yoichikoshi．hokkaido�c．ed．jp
／，２０１５．１０．３１）

文部科学省「用語集 アクティブ・ラーニング」

（http：／／www．mext．go．jp／component／b_
menu／shingi／toushin／＿＿icsFiles／afieldfile／
２０１２／１０／０４／１３２５０４８＿３．pdf，２０１５．１０．３１）
文部科学省「コミュニティ・スクール（学校運

営協議会制度）」

（http：／／www．mext．go．jp／a_menu／shotou／
community，２０１５．１０．２６）
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